




























































































































































































































































る―」2016 年 2 月 19 日（金）15:00 ～ 18:00
第２回：柳瀬明彦（名古屋大学大学院経済学研究科教授）
　　「 農村・食・観光 ―イタリアのアグリツーリズモの発展から考える―」
2016 年 12 月 16 日（金）15:30 ～ 17:30
第３回：橋本周子（滋賀県立大学助教）
　　「 フランス近代と〈美食〉 ―ガストロノミーのはじまり、社交のおわり―」
2017 年 12 月 8 日（金）16:20 ～ 17:50
第４回：蛯原健介（明治学院大学教授）
　　「 ワイン市場とワイン法のグローバル化を考える ―競争にさらされる
EU 産ワイン―」2018 年 11 月 30 日（金）16:20 ～ 17:50
註
（ 1 ） 高田公理 ; 嗜好品文化研究会（2008）『嗜好品文化を学ぶ人のために』世界思想
社、1〜 4 頁。






（ 3 ） 「コロンブスの交換」は、有名なクロスビーの表現による。クロスビーによれば、
微生物にいたるまで大陸間を移動し、環境や生態系に重大な影響があたえられ
た。したがって彼は、ヨーロッパ人による新大陸の征服を生態学的侵略である
とも考える。Alfred W Crosby,. The Columbian Exchange : Biological and Cultural 
Consequences of 1492, Greenwood press, 1973；クロスビー『ヨーロッパ帝国主義
の謎 : エコロジーから見た 10〜 20 世紀』（佐々木昭夫訳）、岩波書店、1998 年。
南によれば、ヨーロッパ側から新大陸に対して課せられ、前者にとって極端に
有利な「不等価交換」であったが、他方において、新大陸からもたらされた飲
食物によって、16 世紀以前のヨーロッパの食物体系は 18〜 19 世紀に大きく変
容したとも指摘される。南直人『「食」から読み解くドイツ近代史』ミネルヴァ
書房（2015）、2 ～ 6 頁。ここで南は、ジャガイモとコーヒーの事例をひきあい
にだしているが、これに対して筆者は後述のとおりワインの事例に即して食文
化の異文化間関係に迫ろうとしているわけである。
（ 4 ） 『現代新国語辞典』三省堂（第３版、2010）、「美食」の項。
























商人論理―｢ クリュ ｣ 概念の史的展開を手がかりに―」、『歴史』（東北史学会）
第 128 輯 (2017)、1-23 頁；同「近代フランス・ボルドーの商人と地域権力―
1855 年パリ万国博覧会とワイン―」、玉木俊明 , 川分圭子（編）『商業と異文化
の接触―結合される世界の経済』、吉田書店 (2017)、477-507 頁。
（ 8 ） 本講演会のもとになった橋本の好著『美食家の誕生―グリモと〈食〉のフラン
ス革命』（名古屋大学出版会、2014 年）は、その秀逸さにより第 31 回渋沢・クロー
デル賞ルイ・ヴィトン特別賞を受賞した。講演は、この充実した「美味しい力作」
に盛りこまれた研究成果がふんだんに散りばめられたものになった。
